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 「私たちの主イイスス・ハリストスはその限りない愛に因り、私たちが彼ご自身

と同じくなれるように人となられた」と聖師父は降誕の秘儀を説いている。さらに

「今日ハリストスは生まれたまいしに、天と地は合わせられたり、今日神は地に降

り、人は天にのぼれり」とハリストスによって神と人との道は開かれたことを「合

わせられたり」と表している。 

 旧約のイヤコフの夢には天使等が天と地を行き来する梯子が現れ、この出来事を

主はナファナイルとの対話で、天と地の間ではもっと大きな行き来が始まると話さ

れた。天と地は生神女マリヤという、神の選ばれた梯子に因って結ばれ、人はもは

やこの絆からは逃れられることはできない世界に置かれた。そして神の愛は善人に

向けられるよりも、不誠実で罪を重ねていながらも最後に神を選び取る罪人に向け

られる。降誕祭前に読まれる福音書には、救主イイススの「系譜」が記され、四人

の罪婦の名前が連なっている。五人目に出てくる女の名前はマリヤ。最も謙遜にし

て従順な処女は神子を生み「神の母」と称えられ、その嬰児は「エムマヌイル」

（神は我らと偕にす）と称えられる。 

  

Родился, ради нас родился Младенец малый, Предвечный Бог.  

我等の爲に永久の神は嬰兒として生れ給えり 
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▲谷中墓地での祈祷 

 

9
月
13
日
㈰
、
「
聖
ニ
コ
ラ
イ
列
聖
・
聖
自
治
五
十
周
年
及
び
ロ
シ
ア
正
教
会
日
本
伝

道
団
創
立
百
五
十
周
年
記
念
式
典
」
が
東
京
復
活
大
聖
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
キ
リ
ー
ル
総
主
教
聖
下
の
ご
来
臨
を
賜
る
こ

と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
記
念
式
典
に
は
各
教
区
の
宗
務
局
長
と
代
表
信
徒
、
キ
リ
ー
ル

総
主
教
聖
下
と
ロ
シ
ア
正
教
会
の
代
表
と
し
て
駐
日
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
の
ニ
コ
ラ
イ
・
カ

ツ
ュ
バ
ン
神
父
と
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
関
係
者
が
参
祷
さ
れ
た
。 

 

当
日
は
記
念
聖
体
礼
儀
に
続
い
て
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
モ
レ
ー
ベ
ン
が
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教

座
下
の
ご
司
祷
で
献
じ
ら
れ
た
。
記
念
式
典
で
は
総
主
教
聖
下
の
祝
辞
を
駐
日
ポ
ド
ヴ
ォ

リ
エ
の
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
ツ
ュ
バ
ン
神
父
が
代
読
し
、
記
念
に
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
イ
コ
ン
が
贈

呈
さ
れ
た
。
ま
た
日
本
正
教
会
か
ら
は
総
主
教
聖
下
に
記
念
品
の
西
陣
織
の
反
物
を
贈
呈

し
た
。
そ
の
後
谷
中
の
主
教
墓
地
に
て
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
ご
司
祷
で
聖
ニ
コ
ラ

イ
の
モ
レ
ー
ベ
ン
を
献
じ
、
各
主
教
に
永
遠
の
記
憶
が
行
わ
れ
た
。 

▲セラフィム大主教座下とダニイル府主教座下 

▲聖堂中央に置かれた聖ニコライの不朽体 
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▲信徒会館での教区会議 

 

6
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰
に
仙
台
正
教
会
に
お
い
て
教
区
宗
務
局
理
事
会
と
教
区
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
理
事
、
代
議
員
は
欠
席
委
任
が
ほ
と
ん
ど
と
な
る
異
例

の
会
議
と
な
っ
た
が
、
主
日
奉
事
に
は
久
し
ぶ
り
に
参
祷
す
る
仙
台
の
信
徒
が
集
ま
り
、
聖
体

礼
儀
後
に
は
主
教
着
座
20
年
を
迎
え
ら
れ
た
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
に
神
品
よ
り
ジ
ェ
ー

ズ
ル
（
権
杖
）
が
贈
ら
れ
た
。 

 

「
困
難
な
時
こ
そ
利
己
的
に
な
ら
ず
教
会
全
体
の
視
点
で
助
け
合
う
必
要
が
あ
る
」
と
の
セ

ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
ご
訓
示
に
始
ま
っ
た
会
議
は
、
資
料
が
事
前
配
布
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
宗
務
・
財
務
の
報
告
に
も
特
段
の
質
問
は
な
く
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。
今
回
の
感
染

拡
大
の
影
響
を
鑑
み
教
団
か
ら
特
別
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
件
に
つ
い
て
も
理
事
会
の
提
言
や

司
祭
会
議
で
の
検
討
を
受
け
て
、
配
分
方
法
な
ど
を
宗
務
局
会
議
で
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
最
後
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
通
常
全
国
公
会
代
議
員
を
選
出
し
て
会
議
を
閉
じ
た
。 

▲大主教座下に権杖が贈られた 

▲権杖を手にする大主教座下と教区の司祭ら 
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▲ニコライ会館で行われた全国公会本会議 

▲長司祭に昇叙されたコンスタンティン桝田神父 

▲聖ニコライのモレーベンで閉会祈祷 

 

7
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰
の
両
日
に
わ
た
り
ニ
コ
ラ
イ
堂
に
お
い
て
通
常
全
国
公
会
が
開
催

さ
れ
た
。
全
国
の
代
議
員
は
多
数
の
方
々
が
欠
席
委
任
と
な
り
、
主
に
神
品
代
議
員
と
一
部
の

代
表
の
方
が
出
席
し
た
。 

 

初
日
は
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
開
会
訓
示
、
宗
務
総
局
、
全
国
宣
教
企
画
委
員
会
、
財
務

諮
問
委
員
会
、
諸
規
則
検
討
委
員
会
と
聖
ニ
コ
ラ
イ
列
聖
・
聖
自
治
50
周
年
記
念
式
典
関
連

の
報
告
が
行
わ
れ
、
ま
た
豪
雨
で
河
川
氾
濫
の
あ
っ
た
熊
本
県
人
吉
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。 

 

翌
日
の
主
日
聖
体
礼
儀
中
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
桝
田
神
父
は
長
司
祭
に
昇
叙
さ
れ
た
。
会
議

は
収
支
決
算
報
告
、
予
算
案
審
議
と
続
き
全
て
了
承
さ
れ
た
。
横
浜
と
豊
橋
か
ら
神
父
派
遣
の

請
願
が
あ
り
、
府
主
教
座
下
か
ら
横
浜
に
は
近
々
専
任
の
神
父
を
あ
て
る
こ
と
、
西
日
本
の
教

区
に
ソ
ロ
モ
ン
川
島
伝
教
者
を
派
遣
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
最
後
に
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座

下
の
閉
会
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
公
会
は
終
了
し
た
。 
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8
月
18
日
㈫
午
前
に
仙
台
正
教
会

信
徒
会
館
に
お
い
て
、
教
区
宗
務
局
会

議
が
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
、
宗

務
局
長
小
池
神
父
、
教
務
部
長
水
口
神

父
、
庶
務
部
長
児
玉
神
父
を
集
め
て
開

催
さ
れ
た
。 

 

今
回
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
教
区
会
議

で
宗
務
局
に
一
任
さ
れ
た
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
献
金
収
入
減
に
対
す
る
教
団
か

ら
の
特
別
交
付
金
の
分
配
案
に
つ
い
て

で
あ
り
、
諸
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
十
分

に
検
討
し
、
分
配
額
を
決
め
た
。 

 

教区宗務局会議の開催 

―セラフィム大主教座下のご動静― 

 セラフィム大主教座下は東京の副主教として毎月東京本会へご出張

されて府主教座下を支えられ、ニコライ堂のみならず全国各地での奉

事にも出かけられている。 

【グリゴリイ小川公神父埋葬式】 

 8月17日㈪、かねて休職され

ていた徳島正教会の長司祭グ

リゴリイ小川公師（84歳）が

癌性胸膜炎によりご永眠さ

れ、セラフィム大主教座下のご司祷で21

日に徳島正教会において、ご子息の司祭

ナファナイル小川卓師を喪主として埋葬

式が執り行われた。 

【ニコライ堂での諸奉事と会議】 

 セラフィム大主教座下は9月13日㈰に行

われた日本正教会聖自治50周年記念式典の

諸準備にご尽力され、行事は滞りなく終え

ることが出来た。その後、10月10日㈯から

14日㈬まで東京に滞在され、11日㈰は主日

聖体礼儀、14日㈬には生神

女庇護祭の聖体礼儀をご司

祷された。 

 このように毎月ニコライ

堂での諸奉事に立たれ、そ

の他に主教会議や総局会議

などの諸会議に出席される

など仙台と東京の行き来に

忙しくされている。 

主日聖体礼儀 小聖入 

生神女庇護祭 

徹夜祷        生神女庇護祭聖体礼儀 
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東北・北海道ブロック宣教会議の開催 

 9月26日㈯、27日㈰の両日にわたり小樽

正教会において今年度第1回目の北海道ブ

ロック宣教会議が開催された。 

 前回神父のみで行われた会議の報告が

あり、宿泊交通費の補助要請を教区会議

に提出し承認されたこと、旅費規程を改

訂したことなどが説明された。他に各教

会の活動報告と今年度予定されている活

動の検討が行われた。 

 今後の予定行事も開催はその都度検討

されるが、活動再開に備えて準備を怠ら

ず、時機を見て司祭会議などを開き、開

催の可能性を探っていきたい。 

 10月15日㈭、一関正教会において東

北ブロック宣教会議が開催された。宣

教委員9名全員が集まり、様々な事項に

ついて話し合った。 

 会議では各種報告の他、コロナ禍で

教区行事が制限される中で出版に力を

注ぐことが確認された。宣教ブック

レット「天のパン」が発行され、今後

の予定として「天と地の間」（イオア

ン長屋神父翻訳）の再版、「正教会用

語小辞典」、東日本主教々区の教会

マップ改訂版の作成が確認された。 

東京正教神学院 

神学生及び神品教役者養成短期プログラム受講者の募集 
 東京正教神学院は聖職者を養成する教

育機関です。現在、神学生と神品教役者

養成短期プログラムの受講者を募集して

います。このプログラムは教会で奉仕経

験のある22-65歳までの男性信徒を対象

に年に2回、各回5日間の集中講義と実践

を行うものである。是非意欲的に参加し

てもらいたい。 

 神学校の来年度出願期限は2021年3月10日、養成プログラムは2021年1月20

日。詳しくは管轄司祭まで問い合わせのこと。 
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コロナ禍の中での教会活動 制限の中での様々な工夫 
 新型コロナウイルスによる世界的な大流行により、社会活動の大幅な制限が行わ

れ、教会も参祷停止や感染防止対策、諸行事の中止など、これまでにない経験を強

いられている。しかし、教区内でもこのような状況にあっても前向きに捉えて、

様々な工夫を凝らして取り組んでいる教会もある。 

［手作りマスクに願いを込めて］ 

 敬老会祝賀会が中止となって感謝祷の

みとなった仙台では、お祝い品を婦人会

手作りのマスクとした。消しゴムハンコ

と耐水性インクによって「オリブの枝を

加えた鳩」がスタンプされている。これ

はノアの大洪水の災いが終息した徴であ

り、コロナ禍の一日も早い終息を願う気

持ちが込められて

いる。心のこもっ

たお祝い品に続々

と感激の声が寄せ

られた。 

 

 

 

 

 

 

［情報の提供 ーSNSの活用－］ 

 フェイスブック、インスタグラム、ツ

イッターなどのSNS上で旅行者や市民が

その地の様々な写真や記事を投稿してい

る。教会の側からその日常や出来事、予

定などを積極的に紹介することで、正し

い情報を発信し、教会の諸活動にも関心

を持つ人を増やす可

能性はあるだろう。

コロナ禍にあって、

ネット上での情報取

得はますます盛んに

なるだろう。SNSの有

効な活用は今以上に

検討されるべき課題

と考える。 

［聖体礼儀のネット配信］ 

 

 

 

 

 教会の奉事のネット配信は他教派も含

め増えているが、教区内では釧路、石巻

が聖体礼儀のyoutubeやfacebook上での

配信を行っている。参祷自粛により教会

へ来られない信徒のため、教会へ関心を

持つ人への宣教のため、信徒の学びのた

めなどが配信を始めた理由に多い。特に

ライブ配信は一体感を感じやすく、遠く

にいても毎週聖体礼儀を視聴できること

を喜ぶ人もあるのではないだろうか。ま

た正教会の祈祷を本やリーフレットと違

い動的に紹介する利点もある。実際の効

果として、信徒以外からの問い合わせが

増え、通い始めた人もあるという。 

 Zoomなどの会議アプリも、コロナ禍で

の在宅勤務、遠隔地同士の会議やコミュ

ニケーションで大変普及している。西日

本主教々区ではこの方法で司祭会議を実

施して議論が円滑になり、意見もまとま

りやすいとの報告もある。旅費等が必要

なく経費削減の効果もあるだろう。 

 ネット配信は、多数の人々が視聴する

ことで宣教効果を増す可能性は高いと思

われる。問題は視聴者をどのように増加

させるか、また視聴を機会にして教会と

のつながりを増し、今まで以上に人々の

関心を促す工夫と配慮が必要と思われ

る。便利さの追求と共に、活動本来の目

的を踏まえた十分な検討が求められる。 
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▲ペトル佐々木のイコンが紹介された 

▲講演に先立って感謝祈祷が捧げられた 

 

11
月
3
日
（
火
）
、
北
鹿
正
教
会
曲
田
福
音
聖
堂
に
お
い

て
、
毎
年
恒
例
と
な
る
「
文
化
講
演
会
」
が
行
わ
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
っ
て
参
加
者
も
少
な
い
か
と
思

わ
れ
た
が
、
地
元
の
方
々
を
中
心
に
多
く
の
聴
衆
が
集
ま
り
、

結
果
的
に
は
例
年
と
同
じ
程
度
の
規
模
と
な
っ
た
。 

 

今
年
の
講
演
の
テ
ー
マ
は
「
正
教
会
の
イ
コ
ン
の
伝
統
」
と

し
、
教
会
内
に
多
く
飾
ら
れ
て
い
る
イ
コ
ン
の
意
味
、
正
教
徒

が
祈
り
に
イ
コ
ン
を
用
い
る
理
由
な
ど
が
、
ピ
ー
メ
ン
松
島
神

父
か
ら
解
説
さ
れ
た
。
ま
た
地
元
大
館
市
出
身
で
北
鹿
正
教
会

の
信
徒
で
あ
り
、
大
阪
の
伝
教
者
、
の
ち
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

渡
り
イ
コ
ン
作
家
と
な
っ
た
ペ
ト
ル
佐
々
木
を
紹
介
す
る
と
、

地
元
の
方
々
の
関
心
を
大
い
に
引
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
大
館
市

出
身
の
人
物
が
遠
い
北
欧
で
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
イ
コ
ン
の
父
」

と
大
き
な
尊
敬
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
外
部
の
参
加
者
に
と
っ

て
は
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
ペ
ト
ル
佐
々
木
の
イ

コ
ン
の
プ
リ
ン
ト
を
手
に
取
っ
て
興
味
深
く
眺
め
て
い
る
人
々

の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

文化講演会「正教会のイコンの伝統」      

       11/3 北鹿ハリストス正教会 

特別講話「イコンについて」      

       11/3 白河ハリストス正教会 

 

9
月
26
日
か
ら
11
月
3
日
に
か
け
て
福
島
県
白
河
市
内
に

お
い
て
「
風
月
の
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
白
河
正
教
会
も
こ

れ
に
協
力
し
、
11
月
1
日
㈰
、
2
日
㈪
、
3
日
㈫
の
三
日
間

に
か
け
て
聖
堂
を
一
般
公
開
し
た
。
最
終
日
の
3
日
㈫
に
は
、

午
前
11

時
か
ら
と
午
後
1

時
30

分
か
ら
（
計
二
回
）
、
ダ

ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
に
よ
る
「
イ
コ
ン
に
つ
い
て
」
の
特
別
講
話

が
行
わ
れ
、
延
べ
70
人
も
の
多
く
の
市
民
が
聴
講
に
訪
れ
た
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
イ
コ
ン
と
絵
画
の
違
い
を
示
し

な
が
ら
イ
コ
ン
の
読
み
方
を
学
び
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
山
下
り

ん
の
イ
コ
ン
の
特
徴
が
解
説
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
今
年
新
た
に

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
三
つ
の
イ
コ
ン
「
就
寝
聖
像
」
「
至
聖

三
者
（
三
位
一
体
）
」
「
大
十
字
架
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
何

が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使

わ
れ
る
か
な
ど
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。
講
話
の
後
に
は
、

見
学
と
質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
白
河
正
教
会
の
貴
重

な
イ
コ
ン
の
数
々
を
間
近
で
感
じ
取
っ
た
方
々
よ
り
、
た
く
さ

ん
の
感
激
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 
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教
会
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
エ
ク
レ
シ
ア
」

を
訳
し
た
言
葉
で
す
。
も
と
も
と
特
別
な
任
務
を

行
う
た
め
に
呼
び
集
め
ら
れ
た
人
々
の
集
会
と
い

う
意
味
で
す
。
教
会
の
集
ま
り
は
神
の
民
が
神
に

祈
り
を
捧
げ
る
た
め
の
場
で
す
。
「
奉
神
礼
」
と

い
う
言
葉
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
リ
ト
ル
ギ
ア
」

の
訳
で
「
公
の
仕
事
」
と
い
う
意
味
で
す
。
神
の

民
と
し
て
の
当
然
の
務
め
な
の
で
す
。 

 

奉
神
礼
の
中
に
「
機
密
」
と
呼
ば
れ
る
祈
り
が

あ
り
ま
す
。
「
機
密
」
と
は
、
神
の
見
え
な
い
神

秘
的
な
恵
み
を
見
え
る
も
の
を
通
し
て
自
分
の
身

に
受
け
る
こ
と
で
す
。
七
つ
の
機
密
を
「
七
件
機
密
」
と
呼
び
ま
す
。 

①
洗
礼
機
密 

 

洗
礼
機
密
は
正
教
会
の
信
者
と
な
る
た
め
の
機
密
で
す
。
洗
礼
で
三

度
水
に
入
り
、
三
度
起
き
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
と
共
に
死
に
、
主

と
共
に
復
活
し
て
新
し
い
人
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
白
い
洗
礼
着

は
、
光
照
者
と
し
て
主
と
共
に
歩
む
生
活
の
始
ま
り
を
示
し
ま
す
。 

②
傅
膏
機
密 

 

傅
膏
機
密
は
洗
礼
を
受
け
た
人
に
「
聖
神
の
恩
賜
の
印
」
と
唱
え
て

聖
膏
（
特
別
な
油
）
を
塗
る
機
密
で
す
。
こ
の
時
神
か
ら
の
賜
物
、
す

な
わ
ち
聖
神
が
そ
の
人
に
く
だ
り
、
主
の
生
き
方
を
実
践
す
る
力
が
与

え
ら
れ
ま
す
。
神
の
宮
、
聖
神
の
器
と
な
る
奥
義
を
示
し
て
い
ま
す
。 

③
聖
体
機
密 

 

聖
体
機
密
と
は
主
の
体
と
血
と
な
っ
た
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
（
御
聖

体
）
を
い
た
だ
く
（
領
聖
す
る
）
機
密
で
す
。
御
聖
体
を
領
聖
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
罪
の
赦
し
、
永
遠
の
生
命
、
主
と
の
交
わ
り
の
恵
み
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
機
密
の
中
の
機
密
と
も
い
わ
れ
ま
す
。 

④
痛
悔
機
密 

 

痛
悔
機
密
は
犯
し
た
罪
を
悔
い
改
め
、
罪
の
赦
し
を
得
る
機
密
で

す
。
洗
礼
を
受
け
た
人
は
主
を
中
心
と
し
た
生
活
に
入
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。
し
か
し
人
の
弱
さ
に
よ
っ
て
神
か
ら
離
れ
、
信
者
と

し
て
の
生
活
を
忘
れ
怠
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
故
再
び
充
実
し
た

生
活
に
戻
る
た
め
の
機
会
と
し
て
あ
る
の
で
す
。 

⑤
婚
配
機
密 

 

婚
配
機
密
は
指
輪
の
交
換
を
中
心
と
す
る
聘
定
式
と
冠
を
被
る
戴

冠
式
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
婚
配
は
お
互
い
の
人
格
尊
重
と
、
人
生

の
苦
難
に
協
力
的
に
対
応
し
な
が
ら
、
主
の
教
え
に
従
っ
て
歩
む
道

で
す
。
二
人
が
築
く
家
庭
は
小
さ
い
教
会
で
す
。
指
輪
は
西
方
教
会

と
違
い
、
神
の
力
を
意
味
す
る
右
手
に
は
め
ま
す
。 

⑥
聖
傅
機
密 

 

聖
傅
機
密
と
は
病
に
伏
し
て
い
る
人
に
油
を
塗
り
、
癒
し
と
罪
の

赦
し
を
祈
る
機
密
で
す
。
こ
の
機
密
は
病
気
を
通
し
て
信
仰
を
堅
固

に
し
、
神
の
奇
蹟
、
助
け
を
求
め
、
回
復
の
恩
寵
を
願
い
つ
つ
、
主

に
自
分
す
べ
て
を
依
託
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

⑦
神
品
機
密 

 

神
品
機
密
と
は
「
主
教
」
「
司
祭
」
「
輔
祭
」
と
い
う
三
つ
の
役

職
を
任
命
す
る
機
密
で
す
。
主

教
は
機
密
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
按
手
に
よ
っ
て
機
密
を
行

う
権
能
を
授
け
ま
す
。
司
祭
は

主
教
の
下
、
信
者
を
指
導
し
、

諸
機
密
、
諸
祈
祷
を
行
い
、
輔

祭
は
主
教
、
司
祭
の
聖
務
を
助

け
ま
す
。 

  「七件機密」   司祭 イヤコフ 篠永 真 
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山田教会看板設置 

 山田教会の正面の掲示板に新たな

案内板が取り付けられた。 地域の人

にもっと教会の存在について知って

もらい親しんでもらうため。またそれと

併せて、祈祷中の見学を促す玄関の

札も作成した。山田教会の宣教の

きっかけとなることを期待したい。 

中新田教会収穫祭 

 10月25日㈰に行われた聖体礼儀と月例パニヒダにつづ

いて毎年恒例の「中新田正教会収穫祭」が開催され、まず

は感謝祈祷（モレーベン）を祈った後、今年収穫された初

穂を成聖し、神への感謝をささげた。祈祷後は、境内で

バーベキューをして懇親を深めた。今年はコロナ禍の中に

あって開催も躊躇されたが、晴天にもめぐまれ、注意を払

いつつ、大いに感謝の念を強くした収穫祭となった。 

 中新田正教会では、新聖堂建立以降、毎月第二日曜日

に「代式祈祷」を行うようになった。そして代式祈祷後に集

会を開き、さまざまな奉仕や学び、そして創作活動を行っ

ている。例えば、聖堂や境内の清掃の他、糖飯講習会、

イースターエッグ講習会、ローソクリサイクル、蜜蝋ラップ作

り、聖人イコンのストラップ作りなどである。コロナ禍に負け

ず、これからも工夫をこらして教会活

動の活発化を目指している。 

宣教ブックレット「天のパン」発行 

 東日本主教教区から聖セルギイ・ズヴェズデンスキイ 

著の「天のパン」が発行された。聖体礼儀について優しく、時に厳

しく教えてくれる良書。無料配布中。 

今後の発刊、発行予定 

 「天と地の間」。アトス山の修道士が正

教の修道性について書いた本をロシア正

教会駐日ポドヴォリエ所属のイオアン長

屋神父様が翻訳したものを再版予定。 

 新「正教会マップ」。以前の東日本主教

教区の教区マップの情報が古くなってき

た事を受け、新聖堂等の情報を更新した

新しい「正教会マップ」を発行予定。美し

い聖堂の内外の写真を多数掲載。 

 

 

聖堂工事関連 

 函館正教会は来年1月から2か年かけて聖堂保

存修理工事が行われる。耐震化と屋根の張り替

え、外壁の漆喰の化粧直し、イコノスタスのイコン

洗浄、内壁や建具の塗装などの大規模な工事と

なる。工事期間中は信徒会館を仮聖堂と 

して奉事が行われる。  

シャンデリア電球交換 

 9月20日（日）盛教会青年会の6人が鉄パイ

プや脚立を持ち込み、高い位置にさがる

シャンデリアの電球をLEDに換えて下さっ

た。安全第一の作業にするために、簡単な

図面を起こして準備をしてくれた。酷暑の８

月に下見に来て、距離を測ってゆき図面を

おこした。シャンデリアの電球は100個、一個

25W。格段に明るくなり、晩祷や曇天でも手

元の文字が読み易くなった。     



人
物
消
息 

ー
敬
称
略
ー 

 

（
２
０
2

0
年
５
月
～
２
０
2

0
年
11
月
） 

 

◆
洗
礼
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
受
洗
日
］ 

函
館 

マ
リ
ナ 

 

齋
藤
彩
未 

 

7
月
19
日 

札
幌 

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ヤ
平 

涼
花 

11
月
21
日 

小
樽 

ナ
デ
ジ
ダ 

笹
谷
広
子 

 

5
月
17
日 

盛
岡 

ニ
コ
デ
ィ
ム
本
多
公
栄 

 

10
月
25
日 

 
 
 
 

※
洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

◆
永
眠
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
永
眠
日
］ 

釧
路 

イ
オ
ア
ン 

佐
藤
孝
行 

 

7
月
27
日 
 
 
 

ス
テ
フ
ァ
ン
武
内
孝
一 

 

8
月
28
日 

斜
里 

ユ
リ
ヤ 

 

中
島
静
江 

 

7
月
31
日 

 
 
 

イ
ヤ
コ
フ 

中
島
一
己 

 

8
月
2
日 

函
館 
ニ
ー
ナ 

 

齋
藤
梅
子 

 

5
月
27
日 

 
 
 

フ
ェ
オ
ド
ル
後
藤 

力 
 

6
月
16
日 

 
 
 

エ
レ
ナ 

 

西
村
慶
子 

 

7
月
1
日 

札
幌 

ア
ン
ナ 

 

石
井
綾
子 

 

7
月
15
日 

 
 
 

イ
ア
コ
フ 
星
見
定
義 

 

8
月
14
日 

 
 
 

イ
オ
ア
ン 
加
藤 

戌 
 

8
月
15
日 

 
 
 

ワ
ル
ワ
ラ 

金
田
萬
里
子 

11
月
23
日

一
関 

ペ
ラ
ギ
ヤ 

小
野
寺
き
ね
子
10
月
5
日 

盛 
 

シ
メ
オ
ン 

伊
勢
公
彦 

 

7
月
17
日 

 
 
 

ア
キ
リ
ナ 

伊
勢
房
子 

 
11
月
2
日 

 
 
 

エ
ウ
ゲ
ニ
ヤ
伊
勢
静
子 

 
11
月
3
日 

上
下
堤
ウ
ェ
ラ 

 

大
友
な
を
子  

8
月
20
日 

仙
台 

マ
ル
フ
ァ 

遊
佐
ひ
で
よ 

9
月
24
日 

中
新
田
イ
リ
ナ 

 

早
坂
ゆ
き
子 

8
月
15
日 

 
 
 

エ
リ
ザ
ベ
タ
石
川
吉
子 

 

8
月
26
日 

白
河 

ア
ン
フ
ィ
ム
平
澤
敏
雄   

9
月
16
日  

 

※
永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。  

 

－ 宣教献金の御礼とお願い － 
＋主の御名によりてご平安をお祈りいたします 
皆様方のご理解とご協力を賜り、昨年度は375件1,956,000円の宣教献金
が寄せられました。わずかに目標額に到達できない結果となりました。 
 今年は世界的な新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、教区内も諸
行事が制限、中止となりましたが、出版活動などの充実に努力する所存で
す。本年もご協力、ご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 
 

記 
 

■２０２０年度宣教献金目標額  ２００万円 

■献金額   1口  ３,０００円（1口以上を目安にお願いいたします） 

■献金方法   同封の郵便振替用紙に住所、所属教会名、聖名、氏名を記入しこれまで   

         通り、最寄りの郵便局(ゆうちょ銀行)にてお手続き下さい。 

■期  間  ２０２０年１２月８日 ～ ２０２１年５月３１日 

函館 

新しい光照者の皆さん。洗礼おめでとうございます。幾年も！ 

盛岡 

小樽 札幌 


